
景観上のポイントとな
る田島橋

遊歩道のない河川
沿いでは、橋が重
要な視点場の一つ
となります。

河川沿い
の並木道

新目白通り
西武新宿線　妙正寺川

山
手
通
り

神田川

落合中央公園

落合水
再生センター

せせらぎの里

上落中通り

り
通
幡
八

中井
通

下落合駅

高
田
馬
場
駅

中井駅

田島橋宮田橋落合橋

久保前橋

新堀橋

せせらぎ橋

東京富士大学

辰巳橋
千代久保橋

西ノ橋落合橋昭和橋
新落合橋

大正橋寺斉橋
瀧澤橋

氷川橋

【凡例】

公園

主な保護樹木

連続するみどり

景観上重要な道路

見通しの良い道路

川沿い遊歩道

歴史的・旧街路

橋

エリア境界

（区 みどりの条例）

眺望点

視線方向・重要な軸線

落合中央公園脇の歩道
橋からの眺め

西新宿周辺の超高層ビ
ル群が見えます。

S = 1 : 10000
0 50 100 200m

神田川・妙正寺川沿いの低地一帯を含んでいるエリアです。妙正寺川沿いは「江戸染め物の里」と呼ばれ、

いまでも江戸小紋や友禅の染屋をはじめ、蒸し屋、湯のし、家紋屋など約４０軒が営業しています。エリ

アの東側には、大規模な敷地（工場や学校など）が多く、西側は住宅が密集する地域となっています。ま

た、妙正寺川と一部交差しながら西武新宿線が通っています。

河川を境に建築物の規模感が変わっており、

それぞれの規模や場所に応じたみどりの創出

が必要です。神田川沿いはみどりが多く快適

な歩行者空間が形成されています。妙正寺川

沿いではみどりが少ないことが課題です。

2.河川沿いの多様な景観 3.広がりのある商業空間

中井駅周辺には、商店街が広がっています。

駅に面した通りだけでなく、その通りから横

に伸びた路地や遊歩道にまで商店が広がって

います。今後も賑わいある景観を保全してい

くことが重要です。

1.河川を軸線とした景観

神田川、妙正寺川を軸線として建築物が並

んでいます。橋の上や河川沿いの遊歩道で

は視線の抜けを感じられます。圧迫感を与

えないよう、河川沿いの建築物の壁面を工

夫する必要があります。

宮田橋からの景観 新落合橋からの景観

景観特性

7-7　神田川・妙正寺川エリア
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水とみどりを活かした潤いあふれるまちなみへ

神田川と妙正寺川の二つの河川軸を中心として、水とみどりが連続し

た潤いあふれるまちなみをつくる。

本エリアの景観形成の軸となる神田川・妙正寺川沿いについ

て、水とみどりと調和した潤いあふれる歩きやすい河川景観

をつくる。

■色彩は水やみどりと調和したものとし、特に、彩度の高いものは避ける

■河川側の壁面を分節化し、長大な壁とならないようにする

■河川沿いの遊歩道がある場合、遊歩道側に空地を設け、歩道に緑陰をつ

くるなど、歩きやすさを意識した植樹を行う

■直接河川に接する場所では、対岸からの眺めに配慮し、設備機器等は見

えないよう植栽等で修景する

■橋から見た建築物の圧迫感が和らぐよう、橋詰周辺では樹種や樹高を

考慮して植樹をする

駅前の通りに面した場所だけでなく、その周囲へと広がりを

持った中井駅周辺の商店街の特長を活かし、賑わいが連続し

た景観をつくる。

■壁面の位置を揃え、周囲のまちなみとの調和を図る

■低層部の賑わいを感じられるよう、１階の軒線を強調した意匠とする

■１階の店舗は開口部を大きくとり、ショーウィンドウ等を設置する

■夜間景観にも配慮し、シャッターは透過性の高いものとする

■橋や対岸からの眺めに配慮した、形態意匠および色彩とする

それぞれのまちなみに合わせて緑化を行い、河川周辺の大規

模敷地での建替えの際は積極的にまとまったみどりを創出す

る。

■大規模な計画では、まとまったみどりを創出する

■中・小規模の計画では、道路沿いの緑化を積極的に行う

■既存樹木を保全する

1.潤いあふれる河川景観をつくる

3.みどりあふれるまちなみを保全、創出する

2.賑わいの広がる中井駅周辺の景観をつくる

景観形成の考え方

具体的な方策

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

賑わい広がる中井駅周辺の景観形成

みどりあふれるまちなみ

河川沿いにまとまった緑を集める

うるおいあふれる河川景観

設備機器
の修景

河川沿い空地
の確保と緑化

壁面の分節化

壁面の分節化

対岸からの
眺めに配慮

植栽の検討

大きな開口部

軒線の強調壁面位置の連続性

橋からの
　眺め

大規模敷地の
まとまったみどり

道路沿い
の緑化

遊歩道の空間づくり

景観形成の方針

景観形成の目標

7-7
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新宿区の北西端に位置し、妙正寺川に沿った低地から北へ進むに従い、斜面地、台地

となっています。大正時代から昭和初期にかけ、西落合の耕地整理や中落合の目白

文化村の開発、中井周辺の斜面地の開発が行われ、良好な住宅地となりました。川沿

いには治水対策の公園が整備され、上落合には旧道に沿った商店街がありましたが、

現在は住宅が立ち並んでいます。

8-1　西落合北エリア8-1　西落合北エリア

8-2　西落合南エリア8-2　西落合南エリア

8-4　目白大学周辺エリア8-4　目白大学周辺エリア

8-3　目白文化村周辺エリア8-3　目白文化村周辺エリア

8-5　中井斜面地エリア8-5　中井斜面地エリア

8-7　妙正寺川エリア8-7　妙正寺川エリア

8-6　上落合エリア8-6　上落合エリア

8-7　妙正寺川エリア8-7　妙正寺川エリア

8-1　西落合北エリア

8-2　西落合南エリア

8-4　目白大学周辺エリア

8-3　目白文化村周辺エリア

8-5　中井斜面地エリア

8-7　妙正寺川エリア

8-6　上落合エリア

8-7　妙正寺川エリア

中井駅

落合長崎駅

西落合公園

哲学堂公園

落合公園

８ 落合第二地域
エリア別景観形成ガイドライン　８ 落合第二地域

８　落合第二地域

８−１ 西落合北エリア　

格子状の直線道路を活かした豊かなみどりとゆとりの感じられるまちなみへ

８−２ 西落合南エリア　

緩やかな変化のある地形を活かした住・商・工が調和したまちなみへ

８−３ 目白文化村周辺エリア　

 目白文化村らしい落ち着きと風格のあるまちなみへ

８−４ 目白大学周辺エリア　

 大規模敷地を中心としたみどりで包まれるまちなみへ

８−５ 中井斜面地エリア　

多様な坂道と斜面緑地を活かしたみどり豊かなまちなみへ

８−６ 上落合エリア　

 身近なみどりを感じられるまちなみへ

８−７ 妙正寺川エリア　

水とみどりを活かした潤いと広がりのあるまちなみへ
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エリアの南側は妙正寺川沿いの低地となっ

ており、北側へ向かって、下落合へと続く斜

面地、目白大学の位置する台地、そして、西

落合の北側の一帯は小高い台地となってい

ます。

地域の南側と西側を縁取るように妙正寺川

が流れ、川沿いは低地となっています。また、

上落合周辺は妙正寺川に削り取られた河岸

段丘であり、西落合の南側は、昔の妙正寺川

の流路であったことによる河岸段丘となっ

ています。

起伏に富んだ地形

低地と河岸段丘

変化に富んだ地形

水とみどり

地域の概要

まちの記憶や文化

【8-5　中井斜面地エリア】
斜面地を上る四の坂

【8-2　西落合南エリア】
緩やかな斜面に沿って並ぶ住宅

【8-1　西落合北エリア】
耕地整理を経て形成された住宅街

【8-7　妙正寺川エリア】
憩いの場となっている哲学堂公園

【8-4　目白大学周辺エリア】
目白大学の豊かな樹木のまとまり

【8-7　妙正寺川エリア】
河川沿いに整備された落合公園

大正時代までは人家もまばらな農村でした。

その後、大正時代から昭和初期にかけて西

落合の耕地整理や目白文化村の開発、西武

線の開発があり、徐々に郊外住宅地へと変

貌を遂げました。現在でも、台地上や中井の

斜面地等は良好な住宅地となっています。

大正時代以降、妙正寺川付近には、哲学や社

会教育の場として整備された哲学堂公園や

オリエンタル写真工業などが立地していま

した。一時期、風致地区に指定されるなど、

風光明媚な行楽地となりました。

また、そのほか、妙正寺川の流水を利用した

染物・製紙産業が多く立地していたと言わ

れています。

耕地整理と郊外住宅地の形成

行楽地の面影

下落合から続く斜面緑地や目白大学のまと

まったみどり、邸宅の屋敷林などが地域全

体を覆っています。また、哲学堂公園周辺に

も、豊かな樹林がまとまって残されていま

す。

妙正寺川沿いには哲学堂公園のほか、遊水

池としての機能を併せ持つ公園が数箇所で

整備されています。水とみどりの潤いを感

じるオープンスペースとなっています。

斜面緑地と住宅地のみどり

河川沿いの公園

緑被現況分布図

大正前期の土地利用

落合第二地域の地形

エリア別景観形成ガイドライン　８ 落合第二地域
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目
白
通
り

新青梅街道

青柳通り

七草通り

花園通り

常磐横丁

弥生通り

梅鉢通り

葵通り

幸通り

寿通り

西落合
北公園

落合第六
 小学校

り
通
前
宮

り
通
見
雪

り
通
見
士
富

り
通
栄

り
通
錦

り
通
磐
常

り
通
葉
若

り
通
天
弁

丁
横
橘

野方給水塔
　への眺望

野方給水塔
　への眺望

野方給水塔

野方給水塔

野方給水塔
　への眺望

道路景観は、庭や植栽の配

置によって、東西方向と南

北方向で異なっています。

また、幅員によっても景観

が異なっており、多様な道

路景観となっています。

敷地が大きくゆとりの

ある低層住宅地の景観

が広がっています。広

い庭の豊かなみどりと

大谷石を用いた塀など

が特徴的です。

エリアの東側は、緩や

かな斜面地となって

おり、道路も屈曲して

いるため、幹線道路の

喧騒と閑静な住宅地

との緩衝帯となって

います。

▲ 南北街路　　東西街路 ▼

【凡例】

眺望点

公園

連続するみどり

まとまったみどり

生垣

台地と斜面地の境

道の屈曲

東西方向の軸線

南北方向の軸線

エリア境界

重要なみどり
(一部保護樹木を含む)

豊島区島豊島区

中野区野

大正時代の耕地整理による整った格子状の道路基盤を持つ、落ち着いた住宅地です。大きな街区割の上

に、敷地面積の大きなゆとりのある低層住宅地が広がっています。一見単調に見えるまちなみには、庭

先からみどりがあふれ出し生垣が連続するなど、豊かなみどりが潤いを与えているだけでなく、道路の

方向や幅員、高低差などによって多様な景観が生まれています。

1. 整った道路基盤と多様な道路景観 2. ゆとりある住宅地の庭 3. 緩やかな変化のある地形

耕地整理により形成された格子状の道路基

盤により、整然とした住宅地景観が受け継が

れています。東西（南側の植栽が連続する）と

南北（植栽と建築物が交互に並ぶ）といった

道路の方向、もしくは幅員によって沿道景観

は多様なものとなっています。

エリアの大部分は第一種低層住居専用地域

に指定されており、良好な住宅地が広がって

います。敷地面積の大きな低層住宅が連続し、

生垣や庭の豊かなみどりが道路にもあふれ

出しています。また、塀の素材も大谷石など

を用いており、落ち着いたしつらえとなって

います。

エリアの東側と南側は、緩やかな斜面地と

なっています。この高低差と屈曲の多い道路

によって、斜面地は幹線道路の喧騒と台地上

の良好な住宅地との緩衝帯となっています。

S = 1 : 6000
0 50 100 200m

景観特性

8-1　西落合北エリア
エリア別景観形成ガイドライン　8 落合第二地域
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格子状の直線道路を活かした豊かなみどりとゆとりの感じられるまちなみへ

整った道路基盤とゆとりある低層住宅地の落ち着きを受け継ぎながら、道路ご

との特性と豊かなみどりをさらに活かした魅力ある住宅地の風景をつくる。

1.道路ごとの景観特性を活かしたみどり豊かな景観をつくる

景観形成の考え方

具体的な方策

■敷地東側または西側が道路に接する場合は道路から見えるような位置に

高木を植え、まちなみのアクセントとなるようにする

■敷地南側が道路に接する場合は南側に庭を確保し、連続するみどりを創出

する

■敷地北側が道路に接する場合は、駐車場や設備機器の修景を緑化により行

う

2.豊かなみどりとゆとりのあるまちなみを保全する

景観形成の考え方

具体的な方策

■ゆとりある敷地規模を保全する

■景観上重要な既存樹木を保全する

■樹木の生育環境に配慮し、透水面を確保する

■ゆとりのあるまちなみに配慮し、壁面の分節化など、圧迫感の軽減を図る

3.整然とした落ち着きある住宅地景観を保全する

景観形成の考え方

具体的な方策

■色彩は、周囲の雰囲気にふさわしい落ち着いた色彩とする

■外壁の素材は、自然素材のものを使用する

■垣・さくなどは生垣や自然素材のものとする

■エントランス部分や植栽部分に暖かみのある照明を設置するなど落ち着

いた住宅地の夜間景観を創出する

耕地整理により整った道路基盤を活かし、道路ごとの景観

特性に応じたみどり豊かな景観をつくる。

現在の敷地規模が大きく、みどりも豊かなまちなみを将来

にわたって継承する。

耕地整理によってつくられた、整えられた住宅地の落ち着

いた住宅地景観を保全する。

■道路の東西にある敷地は、樹木がアクセント
　となるように配置する

まちなみのアクセント
となる樹木

道路の特性を活かした景観（南北方向の道路沿い）

■南面宅地は、道路沿いに庭を確保する

駐車場や設備機器
部分の修景 連続するみどり・生垣

庭の確保

道路の特性を活かした景観（東西方向の道路沿い）

生垣や自然素材の
塀など敷地境界部
分の修景

既存樹木の保全

外壁素材への
自然素材の利用

ゆとりある敷地規模の保全

道路

落ち着きある住宅地景観

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　8 落合第二地域
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新青梅街道

新目白通り
西落合
東公園

あかね公園西落合公園

目白学園の樹林

落合第二中学校

落合第三小学校

自性院

西落合旭通り商店街

哲学堂公園

葛ヶ谷御霊神社

西落合公園

西落合旭通り商店街

敷地内の植栽

月見通り

天神通り

旭通り

霞通り

曙通り

白銀通り

恵比寿通り

哲
学
堂
通
り

桜
横
丁

巌
通
り

黄金通り

八
千
代
通
り

富
士
見
通
り

巽
横
丁

A．良好な住宅地の領域（緩斜面住宅地）

A．良好な住宅地の領域
（自性院東側住宅地）

C．住工商混在領域

B．緩衝領域

B．緩衝領域

葛ヶ谷公園

西落合旭通り商店街

敷地内の植栽

自性院

寺 自性院の私年号板碑神 葛谷御霊神社
の力石

寺院に関わる資源

【景観資源】（区指定文化財等）

寺 神社に関わる資源神

神社

寺

公園

境内地

ランドマーク

【凡例】
アイストップ

視線方向・重要な軸線

耕地整理街路

坂道

４層以上の集合住宅（マンション等）

業務ビル/事業所・工場

軸線の「振れ」

軸線の「止め」

エリア境界　

主な保護樹木
(区 みどりの条例)

連続するみどり

まとまったみどり

重要なみどり
(一部保護樹木を含む）

大正時代の耕地整理による、整った道路基盤を持つエリアです。妙正寺川によって削り取られた緩い河

岸段丘上に位置するため、緩やかな斜面地となっています。耕地整理も地形に沿って行われたため、緩

やかなカーブがあります。また、早くから工場等が立地して、市街化され、規模や用途も様々で混在した

景観となっています。

西落合北エリアと一体的な耕地整理によって

敷地割りがされたものの、高低差のある地形

のため、道路の形状は少し変形しています。そ

のため、単調とならず変化のある住宅地景観

となっています。

エリア内の T 字路の先にある公園や学校のみ

どり、自性院の山門などが特徴的なアイス

トップとなっています。

早くから工場等が立地し、市街化されました。

旭通り商店街や、閑静な住宅地などもあり、業

務・商業・住宅の混在したエリアとなってい

ます。また、大きかった街区が宅地化の進行に

伴い細分化され、建築物の規模も多様なもの

が混在しています。

1.地形の高低差と整った道路基盤 2.アイストップを活かした景観 3.業務・商業・住宅の混在

0 100 200m50

S = 1 : 6000

景観特性
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緩やかな変化のある地形を活かした住・商・工が調和したまちなみへ

整形の道路基盤をベースとしながら、緩やかな高低差や、住・商・工など

の機能に配慮して、個性と統一感が調和したまちなみとする。

1.緩やかな変化のある地形を活かした景観をつくる

2.住・商・工が調和した景観をつくる

3.整った道路基盤を活かした多様な住宅地景観をつくる

河岸段丘上に位置することによる緩やかな変化のある地形

を活かしながら景観形成を図る。

景観形成の考え方

  具体的な方策

■擁壁の上部の塀・柵は高さを抑える

■擁壁は周囲と調和し、圧迫感を与えないものとなるよう工夫する（壁面

緑化を行う、自然素材を用いる、分節化を図る など）

■道路沿いには空地をとり、植栽帯を設ける

■視線が集中しやすい坂の折れ曲がり部分などでは、積極的に緑化を行う 

エリア内に混在する住・商業・工業を調和させた景観形

成を図る。

景観形成の考え方

　具体的な方策

■色彩や素材は、周囲と調和した落ち着いたものとする

■大規模な計画では、道路沿いに十分な広さの空地を設け、樹木や草花な

どにより歩行者にとって明るくうるおいのある景観をつくる

■隣地境界線沿いや道路沿いでは積極的に緑化を行う

■道路沿いに照明等を設置するなど、安心感のある夜間景観を創出する

耕地整理による整った道路基盤やT字路を活かした落ち着

いた住宅地景観をつくる。

景観形成の考え方

　具体的な方策

■アイストップとなる場所では、意匠的な配慮や緑化を行う

■寺社などがアイストップとなる道路の沿道では、連続する生垣をつく

る　 　

地形の高低差に配慮した景観

住・商・工が調和した景観

アイストップを活かした景観

擁壁の圧迫感緩和

塀・さくの高さ抑制

空地と植栽帯の設置

連続する生垣
による緑化

アイストップ
　（寺社）

色彩は周囲と調和させる

道路沿いの緑化

景観形成の目標

景観形成の方針
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谷地に位置するため、

周囲より少し低くなっ

ています。また、目白文

化村創設時に計画的に

つくられた鍵型の道路

基盤により、まとまり

のある景観となってい

ます。

わずかながら、文化

村の形態意匠を受け

継ぐ住宅が残存して

います。

建て替えられていても、塀やさ

く、その下部の石積み部分、庭の

空間や形態意匠などの空間構造

に、従来の文化村の雰囲気が継

承されています。

 ⽬⽩⽂化村
 �（第⼆）

 ⽬⽩⽂化村
 �（第四）

 ⽬⽩⽂化村
 �（第三）

眺望点
神社
公園

【凡例】

エリアの範囲

⽂化村創設当初から
の⽂化住宅
⽂化住宅の意匠特徴を
継承した住宅

江⼾以来の街路
⽬⽩⽂化村創設時からの
まとまりある街路
⽬⽩通りに交わる街路

地域を貫く重要な街路
坂道（下から上）

T字（L 字）の
アイストップ

⽂化村らしい公私境界

⽬⽩⽂化村の範囲
（第⼀・第⼆）

重要なみどり
(⼀部保護樹⽊を含む)

延寿東流庭園

⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア⽬⽩⽂化村周辺エリア

下落合台地エリア下落合台地エリア下落合台地エリア下落合台地エリア下落合台地エリア

「目白文化村」は、大正時代に箱根土地株式会社によって開発された、和洋折衷の住宅や、インフラ・文

化施設の充実した画期的な住宅地でした。その後建替えも進み、当時を偲ばせる住宅はわずかしか

残っていませんが、「整った道路基盤」や「ゆとりある敷地規模」、「下部が大谷石積みでできた塀や門」、

「みどり豊かなまちなみ」などに、今も目白文化村の面影が受け継がれています。

4ｍ

行き止まり路

豊かな
みどり

前庭の設置

ゆとりある
敷地規模と
建築物

道路

既存の道路基盤に合わせて整備された道

路はやや幅員が狭く、行き止まりが多く

なっています。そのため、周辺地域とは

違った独特の印象を受けます。また、そ

れぞれの敷地の道路境界部分は開放的に

なっており、目白文化村としてのまとま

りが強く感じられます。

目白文化村の分譲当初の敷地規模は１００

〜２００坪であり、広々とした敷地に開放

的な前庭をそれぞれが持っていました。現

在では細分化も進んでいますが、おおむね

５０〜100坪程度の敷地規模を維持してお

り、今なお、ゆとりあるまちなみとなって

います。

分譲当初に建てられた文化住宅は、三角屋

根を特徴とする和洋折衷様式です。現在で

も数箇所に存在し、また、建替えられた後

も、外構を含め（大谷石積みの基壇や門、

木柵や生垣など）、良質な意匠を踏襲した

ものや、目白文化村らしさを継承した部分

が多く見られます。

2.ゆとりあるまちなみ 3.目白文化村らしさの継承1.目白文化村のまとまり

S = 1�:��6000

0 200m50 100

景観特性
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大正時代に計画的に作られた住宅地である目白文化村の空気を受け継ぎ

ながら、落ち着きと風格のある、魅力あふれる住宅地の景観を創出する。

1.目白文化村らしい風格あるまちなみを受け継ぐ

先駆的な計画的分譲地である目白文化村創設当時から残る住

宅地の、特徴的な雰囲気(街路・敷地規模・前庭・公私境界・

和洋折衷の建築物など）を継承したまちなみをつくる。

目白文化村に隣接したエリアでは、みどりの豊かさを感じる

落ち着きのある住宅地景観をつくる。

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

■ゆとりある敷地規模を保全する

■敷地の南側が道路に面する場合は、建築物前面に庭を確保する

■目白文化村の意匠を持つものは積極的に保全したり、意匠を継承する

■垣・さくの基壇は、大谷石等の石積みとする

■垣・さくは、なるべく木柵もしくは生垣とする

■色彩や素材は、周囲の落ち着いた雰囲気に調和したものとする

■敷地際に植栽し、みどりの連続性に配慮する

■垣・さくなどは生垣や閉鎖的でないものとする

■エントランスや植栽部分に暖かみのある照明を設置するなど落ち着い

た住宅地の夜間景観を創出する

開放的な公私境界
（高さ1m程度）

三角屋根など、和洋
折衷な住宅意匠

大谷石積みの基壇

特徴的な
門構え、玄関

アイストップ
の緑化

生垣もしくは木柵

ゆとりある敷地規模

道路沿いに庭の確保
目白文化村の特徴を継承した

まちなみの創出

みどりがつながる住宅地景観

文化村らしい景観の継承

景観形成の目標

景観形成の方針

エリア別景観形成ガイドライン　8 落合第二地域

8-3 207


	00_1_ガイドライン解説v2_UD
	00_2_エリア区分図_UD
	01_四谷地区_UD
	1-1_四谷外濠エリア_更新版v2_UD
	1-2_四谷北エリア（BM更新）_更新版v2_UD
	1-3_四谷荒木町エリア_更新版_UD
	1-4_四谷新宿通りエリア_更新版_UD
	1-5_若葉須賀町エリア_更新版_UD
	1-6_四谷南信濃町エリア_更新版_UD
	1-7_神宮外苑南元町エリア_更新版_UD
	1-8_花園神社周辺エリア_更新版_UD
	1-9_内藤新宿エリア_更新版_UD
	1-10_新宿御苑内藤町エリア（BM更新）_更新版_UD
	02_箪笥地区_UD
	2-1_五軒町エリア_更新版_UD
	2-2_飯田橋・大曲エリア_更新版_UD
	2-3_神楽坂（神社・寺町）エリア_更新版_UD
	2-4_神楽坂（路地・横丁）エリア_更新版_UD
	2-5_牛込台地エリア_更新版_UD
	2-6_外濠斜面地エリア_更新版_UD
	2-7_市谷本村台地エリア_更新版_UD
	03_榎地区_UD
	3-1_早大通り区画整理エリア_更新版_UD
	3-2_江戸川橋通り周辺エリア_更新版_UD
	3-3_牛込西斜面地エリア_更新版_UD
	3-4_弁天町谷筋エリア_更新版_UD
	3-5_柳町外苑東通りエリア_更新版_UD
	3-6_市谷中之町エリア_更新版_UD
	04_若松地区_UD
	4-1_戸山公園箱根山エリア_更新版_UD
	4-2_夏目坂エリア_更新版_UD
	4-3_女子医大エリア_更新版_UD
	4-4_余丁町周辺エリア_更新版_UD
	4-5_曙橋エリア_更新版_UD
	05_大久保地区_UD
	5-1_西向天神社エリア_更新版_UD
	5-2_大窪エリア_更新版_UD
	5-3_東新宿・文化Sエリア_更新版_UD
	5-4_戸山公園大久保エリア_更新版_UD
	5-5_大久保通り北エリア_更新版_UD
	5-6_大久保通り南エリア_更新版_UD
	5-7_歌舞伎町二丁目エリア_更新版_UD
	5-8_小滝橋通り沿道エリア_更新版_UD
	06_戸塚地区_UD
	6-1_面影橋エリア_更新版_UD
	6-2_早稲田大学周辺エリア_更新版_UD
	6-3_西早稲田エリア_更新版_UD
	6-4_諏訪エリア_更新版_UD
	6-5_高田馬場駅周辺エリア_更新版_UD
	6-6_田島橋エリア_更新版_UD
	6-7_高田馬場西エリア_更新版_UD
	6-8_西戸山公園エリア_更新版_UD
	07_落合第一地区_UD
	7-1_目白通り沿道エリア_更新版_UD
	7-2_下落合台地エリア_更新版_UD
	7-3_下落合斜面エリア_更新版_UD
	7-4_新目白通り沿道エリア_更新版_UD
	7-5_目白文化村周辺エリア_更新版_UD
	7-6_上落合エリア_更新版_UD
	7-7_神田川妙正寺川エリア_更新版_UD
	08_落合第二地区_UD
	8-1西落合北エリア_更新版_UD
	8-2西落合南エリア_更新版_UD
	8-3目白文化村周辺エリア_更新版_UD
	8-4目白大学周辺エリア_更新版_UD
	8-5中井斜面地エリア_更新版_UD
	8-6上落合エリア（BM更新）_更新版_UD
	8-7妙正寺川エリア（BM更新）_更新版_UD
	09_柏木地区_UD
	9-1北柏木区画整理エリア_更新版_UD
	9-2円照寺周辺エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-3蜀江山周辺エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-4神田川エリア_更新版_UD
	9-5新宿駅前区画整理エリア_更新版_UD
	9-6成子町エリア（BM更新）_更新版_UD
	9-7北新宿再開発エリア（BM更新）_更新版_UD
	10_新宿駅周辺地区_UD
	10-1歌舞伎町1丁目エリア（BM更新）_更新版_UD
	10-2新宿駅東口エリア_更新版_UD
	10-3新宿駅西口エリア_更新版_UD
	10-4超高層エリアエリア（BM更新）_更新版_UD
	10-5角筈北再開発エリアエリア（BM更新）_更新版_UD
	10-6甲州街道沿道エリア（BM更新）_更新版_UD 
	10-7淀橋・十二社エリアエリア（BM更新）_更新版_UD



